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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　交流電源に接続された整流回路と、前記整流回路の入力側又は出力側に接続されたリア
クトルと、前記リアクトルに対するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動
作を行うスイッチング素子と、前記スイッチング素子を並列に予め設定された２以上の所
定個数だけ接続可能な所定個数の端子と、を備えた直流電源装置であって、
　前記所定個数の端子毎に、前記スイッチング素子が接続されているか否かを判定する接
続判定手段と、
　前記接続判定手段によって接続されていると判定されたスイッチング素子の個数である
接続個数をカウントする個数算出手段と、
　前記接続個数分のスイッチング素子の中から、予め設定された周期で、順次１のスイッ
チング素子を選定する素子選定手段と、
　前記交流電源の電圧のゼロクロス点を基準として、前記リアクトルに対するエネルギを
蓄積させる期間である蓄積期間内において、予め設定された所定のタイミングで前記スイ
ッチング素子を予め設定された所定回数だけオン状態とするべく、前記素子選定手段によ
って選定された１のスイッチング素子に対して指示信号を出力する供給指示手段と、
　を備えることを特徴とする直流電源装置。
【請求項２】
　前記所定個数の端子の内、前記スイッチング素子が接続されている端子または接続され
ていない端子の電位を予め設定された所定の電位に設定する電位設定手段と、
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　前記所定個数の端子毎に電位を検出する電位検出手段と、
　を備え、
　前記接続判定手段は、前記電位検出手段によって検出された電位が前記所定の電位であ
るか否かに基づいて、前記スイッチング素子が接続されているか否かを判定することを特
徴とする請求項１に記載の直流電源装置。
【請求項３】
　前記電位検出手段は、前記所定個数の端子毎に予め設定された所定回数だけ電位を検出
し、
　前記接続判定手段は、前記電位検出手段によって検出された所定回数の電位が前記所定
の電位と略一致する回数をカウントし、カウントされた回数が予め設定された所定の閾値
回数以上である場合に、前記スイッチング素子が接続されているか否かを判定することを
特徴とする請求項２に記載の直流電源装置。
【請求項４】
　交流電源に接続された整流回路と、前記整流回路の入力側又は出力側に接続されたリア
クトルと、前記リアクトルに対するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動
作を行うスイッチング素子と、前記スイッチング素子を接続可能な端子と、を備えた直流
電源装置であって、
　前記端子に、前記スイッチング素子が接続されているか否かを判定する接続判定手段と
、
　前記接続判定手段によってスイッチング素子が接続されていると判定された場合に限っ
て、前記交流電源の電圧のゼロクロス点を基準として、前記リアクトルに対するエネルギ
を蓄積させる期間である蓄積期間内において、予め設定された所定のタイミングで前記ス
イッチング素子を予め設定された所定回数だけオン状態とするべく、スイッチング素子に
対して指示信号を出力する供給指示手段と、
　を備えることを特徴とする直流電源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、交流電源に接続された整流回路と、前記整流回路の入力側又は出力側に接続
されたリアクトルと、前記リアクトルに対するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべく
オンオフ動作を行うスイッチング素子と、前記スイッチング素子を接続可能な端子と、を
備えた直流電源装置に関するものである。特に、前記スイッチング素子を並列に予め設定
された２以上の所定個数だけ接続可能な前記所定個数の端子を備えた直流電源装置に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　交流電力を直流電力に変換して負荷に供給する直流電源装置において、多くの有効電力
を電源から供給するためには、力率を改善することが有効である。上記課題を解消するべ
く種々の装置、方法等が提案されている。
【０００３】
　例えば、整流回路の入力側に接続されたリアクトルに対するエネルギの蓄積及び放出を
そのオンオフによって切り換えるためのスイッチング素子であるトランジスタを交流電源
の電圧のゼロクロス点を基準としたタイミングで周期的にトランジスタをオンさせると共
に、トランジスタをオンに維持する時間であるオン時間を該直流電源装置の負荷の状態に
応じて設定するスイッチング制御部を備えた直流電源装置が提案されている（特許文献１
参照）。
【特許文献１】特開２００３－１１１４１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　しかしながら、上記直流電源装置においては、トランジスタに対して周期的にスイッチ
ングを行わせるため、トランジスタが加熱等により故障する虞があった。一方、上記直流
電源装置においては、電源電圧の半周期内でスイッチングを１回しか行わないため、負荷
が高くスイッチングのオン時間が長い場合、入力電圧位相に対して入力電流位相が進み過
ぎてしまい、その結果、力率が適正な値ではなく、多くの有効電力を電源から取り出して
いるとはいえなかった。そこで、力率を改善するために、電源電圧の半周期内で複数回の
スイッチングを行わせる場合には、トランジスタの加熱の問題が更に顕在化する。
【０００５】
　また、トランジスタを並列に予め設定された２以上の所定個数だけ接続可能な所定個数
の端子を備え、接続された複数のトランジスタを順次切り換える場合には、トランジスタ
が接続されている端子を設定する必要があるが、この設定が誤ってなされた場合には、適
正な制御がなされない虞がある。更に、接続されるトランジスタの個数を変更する（又は
、接続する端子を変更する）場合には、その度に、トランジスタが接続されている端子を
設定する必要があり、利便性が充分ではない場合があった。
【０００６】
　なお、トランジスタを接続可能な１の端子を備え、その端子にトランジスタが接続され
ている場合には、接続されている端子を設定する必要があった。この設定が誤ってなされ
た場合には、適正な制御がなされない虞があった。
【０００７】
　本発明は、利便性良好にスイッチング素子の故障を防止することが可能な直流電源装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために請求項１に記載の直流電源装置は、交流電源に接続された整
流回路と、前記整流回路の入力側又は出力側に接続されたリアクトルと、前記リアクトル
に対するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を行うスイッチング素子
と、前記スイッチング素子を並列に予め設定された２以上の所定個数だけ接続可能な前記
所定個数の端子と、を備えた直流電源装置であって、前記所定個数の端子毎に、前記スイ
ッチング素子が接続されているか否かを判定する接続判定手段と、前記接続判定手段によ
って接続されていると判定されたスイッチング素子の個数である接続個数をカウントする
個数算出手段と、前記接続個数分のスイッチング素子の中から、予め設定された周期で、
順次１のスイッチング素子を選定する素子選定手段と、前記交流電源の電圧のゼロクロス
点を基準として、前記リアクトルに対するエネルギを蓄積させる期間である蓄積期間内に
おいて、予め設定された所定のタイミングで前記スイッチング素子を予め設定された所定
回数だけオン状態とするべく、前記素子選定手段によって選定された１のスイッチング素
子に対して指示信号を出力する供給指示手段と、を備えることを特徴としている。
【０００９】
　請求項２に記載の直流電源装置は、請求項１に記載の直流電源装置であって、前記所定
個数の端子の内、前記スイッチング素子が接続されていない端子の電位を予め設定された
所定の電位である未接続電位に設定する電位設定手段と、前記所定個数の端子毎に電位を
検出する電位検出手段と、を備え、前記接続判定手段が、前記電位検出手段によって検出
された電位が前記未接続電位であるか否かに基づいて、前記スイッチング素子が接続され
ているか否かを判定することを特徴としている。
【００１０】
　請求項３に記載の直流電源装置は、請求項２に記載の直流電源装置であって、前記電位
検出手段が、前記所定個数の端子毎に予め設定された所定回数だけ電位を検出し、前記接
続判定手段が、前記電位検出手段によって検出された所定回数の電位が前記未接続電位と
略一致する回数をカウントし、カウントされた回数が予め設定された所定の閾値回数以上
である場合に、前記スイッチング素子が接続されていないと判定することを特徴としてい
る。
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【００１１】
　請求項４に記載の直流電源装置は、請求項１に記載の直流電源装置であって、前記所定
個数の端子の内、前記スイッチング素子が接続されている端子の電位を予め設定された所
定の電位である接続電位に設定する電位設定手段と、前記所定個数の端子毎に電位を検出
する電位検出手段と、を備え、前記接続判定手段が、前記電位検出手段によって検出され
た電位が前記接続電位であるか否かに基づいて、前記スイッチング素子が接続されている
か否かを判定することを特徴としている。
【００１２】
　請求項５に記載の直流電源装置は、請求項４に記載の直流電源装置であって、前記電位
検出手段が、前記所定個数の端子毎に予め設定された所定回数だけ電位を検出し、前記接
続判定手段が、前記電位検出手段によって検出された所定回数の電位が前記接続電位と略
一致する回数をカウントし、カウントされた回数が予め設定された所定の閾値回数以上で
ある場合に、前記スイッチング素子が接続されていると判定することを特徴としている。
【００１３】
　請求項６に記載の直流電源装置は、請求項１～請求項５のいずれかに記載の直流電源装
置であって、前記素子選定手段が、前記交流電源の半周期の予め設定された整数倍の周期
毎に、順次１のスイッチング素子を選定することを特徴としている。
【００１４】
　請求項７に記載の直流電源装置は、請求項６に直流電源装置であって、前記素子選定手
段が、前記交流電源の半周期毎に、順次１のスイッチング素子を選定することを特徴とし
ている。
【００１５】
　請求項８に記載の直流電源装置は、請求項１～請求項５のいずれかに記載の直流電源装
置であって、前記素子選定手段が、前記交流電源の１周期の予め設定された整数倍の周期
毎に、順次１のスイッチング素子を選定することを特徴としている。
【００１６】
　請求項９に記載の直流電源装置は、請求項８に記載の直流電源装置であって、前記素子
選定手段が、前記交流電源の１周期毎に、順次１のスイッチング素子を選定することを特
徴としている。
【００１７】
　請求項１０に記載の直流電源装置は、交流電源に接続された整流回路と、前記整流回路
の入力側又は出力側に接続されたリアクトルと、前記リアクトルに対するエネルギの蓄積
及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を行うスイッチング素子と、前記スイッチング素
子を接続可能な端子と、を備えた直流電源装置であって、前記端子に、前記スイッチング
素子が接続されているか否かを判定する接続判定手段と、前記接続判定手段によってスイ
ッチング素子が接続されていると判定された場合に限って、前記交流電源の電圧のゼロク
ロス点を基準として、前記リアクトルに対するエネルギを蓄積させる期間である蓄積期間
内において、予め設定された所定のタイミングで前記スイッチング素子を予め設定された
所定回数だけオン状態とするべく、スイッチング素子に対して指示信号を出力する供給指
示手段と、を備えることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１８】
　請求項１に記載の直流電源装置によれば、予め設定された２以上の所定個数の端子毎に
、スイッチング素子が接続されているか否かが判定され、接続されていると判定されたス
イッチング素子の個数である接続個数がカウントされる。そして、接続個数分のスイッチ
ング素子の中から、予め設定された周期で、順次１のスイッチング素子が選定され、交流
電源の電圧のゼロクロス点を基準として、リアクトルに対するエネルギを蓄積させる期間
である蓄積期間内において、予め設定された所定のタイミングでスイッチング素子を予め
設定された所定回数だけオン状態とするべく、選定された１のスイッチング素子に対して
指示信号が出力されるため、利便性良好にスイッチング素子の故障を防止することができ
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る。
【００１９】
　すなわち、接続されているスイッチング素子の中から、予め設定された周期で、順次１
のスイッチング素子が選定され、選定された１のスイッチング素子に対して、予め設定さ
れた所定のタイミングでスイッチング素子を予め設定された所定回数だけオン状態とする
べく指示信号が出力されるため、複数個のスイッチング素子が接続されている場合には、
リアクトルに対するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を行うスイッ
チング素子が順次切り換えられ、スイッチング素子の加熱を確実に軽減することができる
ので、スイッチング素子の故障を防止することができるのである。
【００２０】
　また、予め設定された２以上の所定個数の端子毎に、スイッチング素子が接続されてい
るか否かが判定され、接続されていると判定されたスイッチング素子の個数である接続個
数がカウントされ、接続個数分のスイッチング素子の中から、予め設定された周期で、順
次、リアクトルに対するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を行う１
のスイッチング素子が選定されるため、トランジスタが接続されている端子を設定する必
要がないので、利便性良好にスイッチング素子の故障を防止することができるのである。
【００２１】
　請求項２に記載の直流電源装置によれば、予め設定された２以上の所定個数の端子の内
、スイッチング素子が接続されていない端子の電位が予め設定された所定の電位である未
接続電位に設定され、所定個数の端子毎に電位が検出され、検出された電位が未接続電位
であるか否かに基づいて、スイッチング素子が接続されているか否かが判定されるため、
スイッチング素子が接続されているか否かを簡素な構成で正確に判定することができる。
【００２２】
　請求項３に記載の直流電源装置によれば、予め設定された２以上の所定個数の端子毎に
予め設定された所定回数だけ電位が検出され、検出された所定回数の電位が未接続電位と
略一致する回数がカウントされ、カウントされた回数が予め設定された所定の閾値回数以
上である場合に、スイッチング素子が接続されていないと判定されるため、スイッチング
素子が接続されているか否かを更に正確に判定することができる。
【００２３】
　一方、スイッチング素子が接続されている端子の電位は、交流電源の電源電圧に伴って
変化するため、電位が検出されるタイミングで端子の電位が未接続電位に一致する可能性
があるので、１回だけの検出では、スイッチング素子が接続されている端子をスイッチン
グ素子が接続されていないと誤検出する可能性がある。そこで、予め設定された２以上の
所定個数の端子毎に予め設定された所定回数だけ電位が検出され、検出された所定回数の
電位が未接続電位と略一致する回数がカウントされ、カウントされた回数が予め設定され
た所定の閾値回数以上である場合に、スイッチング素子が接続されていないと判定される
ため、誤検出を確実に防止することができるので、スイッチング素子が接続されているか
否かを更に正確に判定することができるのである。
【００２４】
　請求項４に記載の直流電源装置によれば、予め設定された２以上の所定個数の端子の内
、スイッチング素子が接続されている端子の電位が予め設定された所定の電位である接続
電位に設定され、所定個数の端子毎に電位が検出され、検出された電位が接続電位である
か否かに基づいて、スイッチング素子が接続されているか否かが判定されるため、スイッ
チング素子が接続されているか否かを簡素な構成で正確に判定することができる。
【００２５】
　請求項５に記載の直流電源装置によれば、予め設定された２以上の所定個数の端子毎に
予め設定された所定回数だけ電位が検出され、検出された所定回数の電位が接続電位と略
一致する回数がカウントされ、カウントされた回数が予め設定された所定の閾値回数以上
である場合に、スイッチング素子が接続されていないと判定されるため、誤検出を確実に
防止することができるので、スイッチング素子が接続されているか否かを更に正確に判定
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することができる。
【００２６】
　請求項６に記載の直流電源装置によれば、交流電源の半周期の予め設定された整数倍の
周期毎に、順次、リアクトルに対するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ
動作を行う１のスイッチング素子が選定されるため、簡素な構成でスイッチング素子の故
障を防止することができる。
【００２７】
　一方、リアクトルに対するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を行
う１のスイッチング素子は、交流電源の電圧のゼロクロス点を基準としてリアクトルに対
するエネルギを蓄積させる期間である蓄積期間内においてオンオフ動作を行うため、交流
電源の半周期毎にゼロクロス点を示す信号（＝ゼロクロス信号）が生成される。そこで、
交流電源の半周期の予め設定された整数倍の周期毎に、順次、リアクトルに対するエネル
ギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を行う１のスイッチング素子が選定する
場合には、ゼロクロス信号に基づいて、スイッチング素子を選定することができるため、
簡素な構成で１のスイッチング素子を選定することができるのである。
【００２８】
　請求項７に記載の直流電源装置によれば、交流電源の半周期毎に、順次１のスイッチン
グ素子が選定されるため、ゼロクロス信号を用いた最短周期で、リアクトルに対するエネ
ルギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を行う１のスイッチング素子が切り換
えられるので、スイッチング素子の故障を更に確実に防止することができる。
【００２９】
　請求項８に記載の直流電源装置によれば、交流電源の１周期の予め設定された整数倍の
周期毎に、順次１のスイッチング素子が選定されるため、簡素な構成でスイッチング素子
の故障を防止することができる。
【００３０】
　一方、リアクトルに対するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を行
う１のスイッチング素子は、交流電源の電圧のゼロクロス点を基準としてリアクトルに対
するエネルギを蓄積させる期間である蓄積期間内においてオンオフ動作を行うため、交流
電源の半周期毎にゼロクロス点を示す信号（＝ゼロクロス信号）が生成されるが、このゼ
ロクロス信号は、交流電源の１周期毎に略同一のゼロクロス信号が生成される場合がある
。そこで、交流電源の１周期毎に略同一のゼロクロス信号が生成される場合には、交流電
源の１周期の予め設定された整数倍の周期毎に、順次１のスイッチング素子を選定するこ
とによって、簡素な構成でスイッチング素子を選定することができるのである。
【００３１】
　請求項９に記載の直流電源装置によれば、交流電源の１周期毎に、順次１のスイッチン
グ素子が選定されるため、交流電源の１周期毎に略同一のゼロクロス信号が生成される場
合に、この略同一のゼロクロス信号を用いた最短周期で、リアクトルに対するエネルギの
蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を行う１のスイッチング素子が切り換えられ
るので、スイッチング素子の故障を更に確実に防止することができる。
【００３２】
　請求項１０に記載の直流電源装置によれば、端子にスイッチング素子が接続されている
か否かが判定され、スイッチング素子が接続されていると判定された場合に限って、交流
電源の電圧のゼロクロス点を基準として、リアクトルに対するエネルギを蓄積させる期間
である蓄積期間内において、予め設定された所定のタイミングでスイッチング素子を予め
設定された所定回数だけオン状態とするべく、スイッチング素子に対して指示信号が出力
される。
【００３３】
　また、端子にスイッチング素子が接続されているか否かが判定され、スイッチング素子
が接続されていないと判定された場合には、スイッチング素子に対して指示信号が出力さ
れないため、マイクロコンピュータの動作負荷を減らすことができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下に本発明の実施形態を、図面を参照しながら説明する。図１は、本発明に係る直流
電源装置が配設されるモータ駆動装置の構成の一例を示すブロック図である。モータ駆動
装置は、交流電源１、直流電源装置２、モータ制御装置３、及び、モータ４を備えている
。交流電源１は、単相の商用交流電源であって、モータ４は、同期モータである。
【００３５】
　直流電源装置２は、交流電源１から供給される交流電力を直流電力に変換して出力する
ものであって、昇圧コンバータ２１、ゼロクロス検知部２２、電流検出器２３、及び、ス
イッチング制御部２４を備えている。昇圧コンバータ２１は、リアクトル２１１、整流回
路２１２、コンデンサ２１３、２１４、整流回路２１５、トランジスタ２１６、及び、電
位設定回路２１７を備えている。
【００３６】
　リアクトル２１１は、整流回路２１２の入力側（交流電源１側）に接続され、トランジ
スタ２１６のオンオフによってエネルギの蓄積及び放出が切り換えられるものである。整
流回路２１２は、４個のダイオードで構成されたブリッジ型の単相全波整流回路であって
、リアクトル２１１を介して交流電源１から供給される交流電流に対して全波整流を行う
ものである。
【００３７】
　コンデンサ２１３、２１４は、整流回路２１２の出力側（モータ４側）に接続され、整
流回路２１２から出力される全波整流波を平滑化するものである。整流回路２１５は、４
個のダイオードで構成されたブリッジ型の単相全波整流回路であって、トランジスタ２１
６のオンオフに従って、リアクトル２１１に対してエネルギの蓄積及び放出を切り換えさ
せる（＝トランジスタ２１６を、リアクトル２１１に対するエネルギの蓄積及び放出を切
り換えるべくオンオフ動作を行うスイッチング素子として機能させる）ものである。
【００３８】
　トランジスタ２１６（スイッチング素子に相当する）は、ここでは、略同一の３個のト
ランジスタ２１６ａ、２１６ｂ、２１６ｃが並列に接続されたものであって、３個のトラ
ンジスタ２１６ａ、２１６ｂ、２１６ｃの内、１のトランジスタがスイッチング制御部２
４からの指示に従って選定されて、オンオフ動作を行い、整流回路２１５を介してリアク
トル２１１に対してエネルギの蓄積及び放出を切り換えさせるものである。なお、以下の
説明において、３個のトランジスタ２１６（＝２１６ａ、２１６ｂ、２１６ｃ）を区別す
る必要がない場合には、トランジスタ２１６と記載し、区別する必要が有る場合には、ト
ランジスタ２１６ａ等と記載する。
【００３９】
　また、ここでは、３個のトランジスタ２１６ａ、２１６ｂ、２１６ｃは、それぞれ、ス
イッチング制御部２４に配設された端子ＴＭ１、ＴＭ２、ＴＭ３を介して、オンオフ動作
の指示信号（以下、スイッチング信号という）を受け付けるものである。
【００４０】
　電位設定回路２１７（電位設定手段に相当する）は、３個の略同一の電位設定回路２１
７ａ、２１７ｂ、２１７ｃを備え、それぞれ、スイッチング制御部２４（ＣＰＵ）に配設
された所定個数（ここでは、３個）の端子ＴＭ１～ＴＭ３に接続され、トランジスタ２１
６が接続されていない場合に、その端子の電位を予め設定された所定の電位である未接続
電位に設定する（例えば、５Ｖにプルアップする）と共に、トランジスタ２１６が接続さ
れている場合に、その端子の電位を予め設定された所定の電位である接続電位に設定する
（例えば、０Ｖにプルダウンする）ものである。
【００４１】
　ゼロクロス検知部２２は、交流電源１のゼロクロス点（＝交流電圧が「０」となる点）
を検出するものであって、検出されたゼロクロス点を示す信号（以下、ゼロクロス信号と
いう）を、スイッチング制御部２４へ出力するものである。
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【００４２】
　電流検出器２３は、交流電源１とリアクトル２１１との間に介設され、リアクトル２１
１に流れる電流（＝以下、入力電流Ｉ０という）を検出するものである。スイッチング制
御部２４は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）等を備え、モ
ータ制御装置３からの指示に従って、ゼロクロス検知部２２からのゼロクロス信号に基づ
いて、トランジスタ２１６の動作を制御するものである。
【００４３】
　モータ制御装置３は、直流電源装置２に対して指示情報を出力することによってモータ
４の回転数制御を行うものであって、インバータ３１、電圧検出器３２、電流検出器３３
、及び、モータ制御部３４を備えている。インバータ３１は、直流電源装置２とモータ４
との間に介設され、直流電源装置２から供給された直流電力を交流に変換してモータ４へ
出力し、モータ４を駆動するものである。
【００４４】
　電圧検出器３２は、直流電源装置２から出力される直流電圧値ＶＤＣを検出し、検出さ
れた出力電圧値ＶＤＣをスイッチング制御部２４へ出力するものである。電流検出器３３
は、直流電源装置２から出力される直流電流値を検出し、検出された直流電流値ＩＤＣを
モータ制御部３４へ出力するものである。
【００４５】
　モータ制御部３４は、ＰＷＭ（Ｐｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）方式
によってモータ４を駆動制御するものであって、モータ４の回転子の位置検出結果、又は
、電流検出器３３により直流電流値ＩＤＣに基づいて駆動電圧位相を決定し、駆動信号を
インバータ３１へ出力するものである。また、モータ制御部３４は、ＰＷＭ変調率（単位
時間あたりの、インバータ３１からモータ４に対して電力が供給される時間の占める割合
）情報を直流電源装置２へ出力するものである。
【００４６】
　また、モータ制御部３４では、ＰＷＭ変調率を増減させることによってモータ４の回転
数を制御している。そして、同じ回転数でモータ４を駆動する場合、負荷が大きいほどＰ
ＷＭ変調率は大きくなる。従って、ＰＷＭ変調率から負荷の状態を推定することが可能で
あり、直流電源装置２は、モータ制御部３４から出力されるＰＷＭ変調率（＝モータ４の
負荷）に基づいてトランジスタ２１６の動作を制御し、昇圧コンバータ２１から出力され
る直流電圧を制御するのである。
【００４７】
　図２は、１個のトランジスタのみが端子ＴＭ１に接続された場合のモータ駆動装置の構
成の示すブロック図である。この場合には、スイッチング制御部２４（ＣＰＵ）に配設さ
れた端子ＴＭ２、ＴＭ３には、トランジスタが接続されていないため、それぞれ、電位設
定回路２１７ｂ、電位設定回路２１７ｃによって、未接続電位（ここでは、５Ｖ）に設定
されている。なお、図１、図２において、スイッチング制御部２４（ＣＰＵ）と、モータ
制御部３４は別個の制御部となっているが、１つのマイクロコンピュータに両制御部を収
めてもよい。
【００４８】
　図３は、本発明に係る直流電源装置２における主要部（スイッチング制御部２４）の構
成の一例を示すブロック図である。直流電源装置２のスイッチング制御部２４に配設され
たＣＰＵは、機能的に、電位検出部２４１、接続判定部２４２、個数算出部２４３、素子
選定部２４４、及び、供給指示部２４５を備えている。
【００４９】
　ここでは、スイッチング制御部２４に配設されたＣＰＵが、スイッチング制御部２４に
配設された図略のＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）等に予め格納された制御
プログラムを読み出して実行することにより、電位検出部２４１、接続判定部２４２、個
数算出部２４３、素子選定部２４４、供給指示部２４５等の機能部として機能するもので
ある。
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【００５０】
　また、図略のＲＯＭ、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等に格納
された各種データのうち装着脱可能な記録媒体に格納され得るデータは、例えばハードデ
ィスクドライブ、光ディスクドライブ、フレキシブルディスクドライブ、シリコンディス
クドライブ、カセット媒体読み取り機等のドライバで読み取り可能にしても良く、この場
合、記録媒体は、例えばハードディスク、光ディスク、フレキシブルディスク、ＣＤ（Ｃ
ｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）
、半導体メモリ等である。
【００５１】
　電位検出部２４１（電位検出手段に相当する）は、所定個数（ここでは、３個）の端子
ＴＭ１～ＴＭ３毎に電位を検出するものである。具体的には、電位検出部２４１は、所定
個数（ここでは、３個）の端子ＴＭ１～ＴＭ３毎に、予め設定された所定期間毎に（例え
ば、１０ｍｓｅｃ毎に）、予め設定された所定回数（例えば、１００回）だけ電位を検出
するものである。
【００５２】
　接続判定部２４２（接続判定手段に相当する）は、電位検出部２４１によって検出され
た電位が未接続電位（ここでは、５Ｖ）であるか否かに基づいて、端子ＴＭ１～ＴＭ３に
トランジスタ２１６が接続されているか否かを判定するものである。具体的には、接続判
定部２４２は、電位検出部２４１によって検出された所定回数（ここでは、１００回）の
電位が未接続電位（ここでは、５Ｖ）と一致する回数をカウントし、カウントされた回数
が予め設定された所定の閾値回数（例えば、５０回）以上である場合に、トランジスタ２
１６が接続されていないと判定するものである。
【００５３】
　個数算出部２４３（個数算出手段に相当する）は、接続判定部２４２によって接続され
ていると判定されたトランジスタ２１６の個数である接続個数をカウントするものである
。
【００５４】
　素子選定部２４４（素子選定手段に相当する）は、接続判定部２４２によって接続され
ていると判定されたトランジスタ２１６の個数である接続個数分のトランジスタ２１６の
中から、予め設定された周期で、順次、図１に示すリアクトル２１１に対するエネルギの
蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を行う１のトランジスタ２１６を選定するも
のである。
【００５５】
　具体的には、素子選定部２４４は、図１に示す交流電源１の半周期の予め設定された整
数倍の周期毎に、順次１のトランジスタ２１６を選定するものである。ここでは、例えば
、素子選定部２４４は、図１に示す交流電源１の半周期毎に、順次１のトランジスタ２１
６を選定するものである。
【００５６】
　すなわち、例えば、図１に示すように、３個のトランジスタ２１６ａ、２１６ｂ、２１
６ｃが接続されている場合には、素子選定部２４４は、交流電源１の半周期毎に、トラン
ジスタ２１６ａ、トランジスタ２１６ｂ、トランジスタ２１６ｃの順に（以降、この順に
繰り返して）、図１に示すリアクトル２１１に対するエネルギの蓄積及び放出を切り換え
るべくオンオフ動作を行う１のトランジスタ２１６を選定するものである。
【００５７】
　供給指示部２４５（供給指示手段に相当する）は、図１に示す交流電源１の電圧のゼロ
クロス点Ｔ０を基準として、図１に示すリアクトル２１１に対するエネルギを蓄積させる
期間である蓄積期間内において、予め設定された所定のタイミングでトランジスタ２１６
を予め設定された所定回数だけオン状態とするべく、素子選定部２４４によって選定され
た１のトランジスタ２１６に対して指示信号（＝スイッチング信号）を出力するものであ
る。



(10) JP 5059539 B2 2012.10.24

10

20

30

40

50

【００５８】
　また、供給指示部２４５は、直流電源装置２の負荷が予め設定された第１閾値未満であ
る場合に、１回分のオン期間Ｔ１だけトランジスタ２１６をオン状態とするべく（＝リア
クトル２１１に対するエネルギを蓄積させるべく）、トランジスタ２１６に対してスイッ
チング信号を出力するものであり、直流電源装置２の負荷が予め設定された第１閾値以上
である場合に、予め設定された所定回数（ここでは、４回）分のオン期間Ｔ１～Ｔ４（図
４参照）だけトランジスタ２１６をオン状態とするべく、トランジスタ２１６に対してス
イッチング信号を出力するものである。
【００５９】
　図４は、図１に示すように３個のトランジスタ２１６が接続されている場合の、交流電
源１の電源電圧、リアクトル２１１に流れる電流（＝入力電流Ｉ０）、及び、スイッチン
グ制御部２４からトランジスタ２１６に対して出力されるスイッチング信号の一例を示す
タイミングチャートである。ここでは、便宜上、直流電源装置２の負荷が予め設定された
第１閾値以上である場合について説明する。この場合には、直流電源装置２の負荷が予め
設定された第１閾値以上であるため、供給指示部２４５によって、交流電源１の電圧のゼ
ロクロス点Ｔ０を基準として、４回のオン期間Ｔ１～Ｔ４が設定されている。なお、この
４回というオン期間の回数は一例であって、適宜、適正な回数に設定することができる。
【００６０】
　その結果、入力電流Ｉ０は、グラフＧＩで示すような適正な波形の電流となる。すなわ
ち、オン期間Ｔ１～ＴＮが２以上の予め設定された所定回数（＝４回）に分割されると共
に、ゼロクロス点Ｔ０から離間する程、短いオン期間Ｔ１～Ｔ４が設定されているので、
負荷が増大した場合に、入力電流Ｉ０の位相が電源電圧Ｖ０の位相に対して進み過ぎるこ
とを防止でき、負荷が大きい場合にも力率を適正値とすることができるのである。
【００６１】
　また、図１に示すように３個のトランジスタ２１６が接続されているため、素子選定部
２４４によって、交流電源１の半周期毎に、トランジスタ２１６ａ、トランジスタ２１６
ｂ、トランジスタ２１６ｃの順に、図１に示すリアクトル２１１に対するエネルギの蓄積
及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を行う１のトランジスタ２１６が選定される。そ
して、供給指示部２４５によって、素子選定部２４４によって選定された１のトランジス
タ２１６に対して指示信号（＝スイッチング信号）が出力される。
【００６２】
　ここでは、端子ＴＭ１を介してトランジスタ２１６ａに出力されるスイッチング信号Ｓ
１、端子ＴＭ２を介してトランジスタ２１６ｂに出力されるスイッチング信号Ｓ２、端子
ＴＭ３を介してトランジスタ２１６ｃに出力されるスイッチング信号Ｓ３を、上から順に
記載している。スイッチング信号Ｓ１は、最初の半周期において供給指示部２４５からト
ランジスタ２１６ａに対して出力され、スイッチング信号Ｓ２は、次の半周期（２番目の
半周期）において供給指示部２４５からトランジスタ２１６ｂに対して出力され、スイッ
チング信号Ｓ３は、その次の半周期（３番目の半周期）において供給指示部２４５からト
ランジスタ２１６ｃに対して出力される。そして、再び、スイッチング信号Ｓ１がトラン
ジスタ２１６ａに対して出力される。
【００６３】
　このように、３個のトランジスタ２１６ａ、２１６ｂ、２１６ｃが交流電源１の半周期
毎に切り換えてスイッチング素子として使用される（＝リアクトル２１１に対するエネル
ギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動作が行われる）ため、トランジスタ２１６
ａ、２１６ｂ、２１６ｃの発熱を軽減することができるのである。
【００６４】
　図５は、直流電源装置２（主に、スイッチング制御部２４）の動作の一例を示すフロー
チャートである。まず、接続判定部２４２によって、トランジスタ２１６が接続可能な２
以上の所定個数の端子（ここでは、３個の端子ＴＭ１～ＴＭ３）の中から、１の端子が選
択される（Ｓ１０１）。次いで、接続判定部２４２等によって、ステップＳ１０１におい
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て選択された１の端子についてトランジスタ２１６が接続されているか否かの判定処理で
ある接続判定処理が行われる（Ｓ１０３）。そして、接続判定部２４２によって、トラン
ジスタ２１６が接続可能な全ての端子について接続判定処理が終了したか否かの判定が行
われる（Ｓ１０５）。
【００６５】
　全ての端子について接続判定処理が終了していない（＝接続判定処理が終了していない
端子が存在する）と判定された場合（Ｓ１０５でＮＯ）には、処理がステップＳ１０１に
戻され、ステップＳ１０１以降の処理が繰り返し実行される。全ての端子について接続判
定処理が終了したと判定された場合（Ｓ１０５でＹＥＳ）には、個数算出部２４３によっ
て、ステップＳ１０３において接続されていると判定されたトランジスタ２１６の個数で
ある接続個数がカウントされる（Ｓ１０７）。そして、素子選定部２４４によって、リア
クトル２１１に対するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を行う１の
トランジスタ２１６を選定する周期である切換周期（ここでは、切換周期＝交流電源１の
半周期）が設定される（Ｓ１０９）。
【００６６】
　次いで、素子選定部２４４によって、ステップＳ１０３において接続されていると判定
された接続個数分（ここでは、３個）のトランジスタ２１６の中から、順次（ここでは、
トランジスタ２１６ａ、トランジスタ２１６ｂ、トランジスタ２１６ｃの順に）１のトラ
ンジスタ２１６が選定される（Ｓ１１１）。次に、供給指示部２４５によって、ステップ
Ｓ１１１において選定されたトランジスタ２１６に対してスイッチング信号が出力される
（Ｓ１１３）。そして、素子選定部２４４によって、切換周期（ここでは、切換周期＝交
流電源１の半周期）が経過したか否かの判定が行われる（Ｓ１１５）。切換周期が経過し
たと判定された場合（Ｓ１１５でＹＥＳ）には、処理がステップＳ１１１に戻され、ステ
ップＳ１１１以降の処理が繰り返し実行される。切換周期が経過していないと判定された
場合（Ｓ１１５でＮＯ）には、処理がステップＳ１１３に戻され、ステップＳ１１３以降
の処理が繰り返し実行される。
【００６７】
　図６は、図５に示すフローチャートのステップＳ１０３において実行される接続判定処
理の一例を示す詳細フローチャートである。まず、接続判定部２４２によって、電位検出
部２４１により電位が検出された回数を示す検出回数カウンタＣ０が０に初期化されると
共に、未接続電位（ここでは、５Ｖ）であると判定された回数を示す未接続検出回数カウ
ンタＣ１が０に初期化される（Ｓ２０１）。そして、接続判定部２４２によって、検出回
数カウンタＣ０の値が１００以上であるか否かの判定が行われる（Ｓ２０３）。
【００６８】
　検出回数カウンタＣ０の値が１００以上であると判定された場合（Ｓ２０３でＹＥＳ）
には、処理がステップＳ２１１に進められる。検出回数カウンタＣ０の値が１００未満で
あると判定された場合（Ｓ２０３でＮＯ）には、電位検出部２４１によって、図５に示す
ステップＳ１０１で選択された端子の電位ＶＴが検出される（Ｓ２０５）。そして、接続
判定部２４２によって、電位ＶＴが未接続電位（ここでは、５Ｖ）であるか否かの判定が
行われる（Ｓ２０７）。電位ＶＴが未接続電位ではないと判定された場合（Ｓ２０７でＮ
Ｏ）には、処理がステップＳ２０３に戻され、ステップＳ２０３以降の処理が繰り返し実
行される。
【００６９】
　電位ＶＴが未接続電位であると判定された場合（Ｓ２０７でＹＥＳ）には、接続判定部
２４２によって、未接続検出回数カウンタＣ１の値が１だけインクリメントされ（Ｓ２０
９）、処理がステップＳ２０３に戻され、ステップＳ２０３以降の処理が繰り返し実行さ
れる。
【００７０】
　ステップＳ２０３でＹＥＳの場合には、接続判定部２４２によって、未接続検出回数カ
ウンタＣ１の値が閾値回数の値（ここでは、５０）以上であるか否かの判定が行われる（
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Ｓ２１１）。閾値回数の値（ここでは、５０）未満であると判定された場合（Ｓ２１１で
ＮＯ）には、接続判定部２４２によって、トランジスタ２１６が接続されていると判定さ
れ（Ｓ２１３）、処理がリターンされる。閾値回数の値（ここでは、５０）以上であると
判定された場合（Ｓ２１１でＹＥＳ）には、接続判定部２４２によって、トランジスタ２
１６が接続されていないと判定され（Ｓ２１５）、処理がリターンされる。
【００７１】
　このようにして、予め設定された２以上の所定個数の（ここでは、３個の）端子ＴＭ１
～ＴＭ３毎に、トランジスタ２１６が接続されているか否かが判定され、接続されている
と判定されたトランジスタ２１６の個数である接続個数がカウントされる。そして、接続
個数分のトランジスタ２１６の中から、予め設定された周期で、順次１のトランジスタ２
１６が選定され、交流電源１の電圧のゼロクロス点Ｔ０を基準として、リアクトル２１１
に対するエネルギを蓄積させる期間である蓄積期間内において、予め設定された所定のタ
イミングでトランジスタ２１６を予め設定された所定回数（例えば、４回）だけオン状態
とするべく、選定された１のトランジスタ２１６に対して指示信号（＝スイッチング信号
Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３）が出力されるため、利便性良好にトランジスタ２１６の故障を防止す
ることができる。
【００７２】
　すなわち、接続されているトランジスタ２１６の中から、予め設定された周期で、順次
１のトランジスタ２１６が選定され、選定された１のトランジスタ２１６に対して、予め
設定された所定のタイミングでトランジスタ２１６を予め設定された所定回数だけオン状
態とするべく指示信号（＝スイッチング信号Ｓ１～Ｓ３）が出力されるため、複数個（こ
こでは、３個）のトランジスタ２１６が接続されている場合には、リアクトル２１１に対
するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を行うトランジスタ２１６が
順次切り換えられ、トランジスタ２１６の加熱を確実に軽減することができるので、トラ
ンジスタ２１６の故障を防止することができるのである。
【００７３】
　また、予め設定された２以上の所定個数の端子（ここでは、３個の端子ＴＭ１～ＴＭ３
）毎に、トランジスタ２１６が接続されているか否かが判定され、接続されていると判定
されたトランジスタ２１６の個数である接続個数（ここでは、３個）がカウントされ、接
続個数（ここでは、３個）分のトランジスタ２１６の中から、予め設定された周期で、順
次、リアクトル２１１に対するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を
行う１のトランジスタ２１６が選定されるため、予めユーザが、トランジスタが接続され
ている端子を設定する必要がないので、利便性良好にトランジスタ２１６の故障を防止す
ることができるのである。また、ユーザが端子の設定を行う場合と比較して、設定の間違
いを起こす可能性を低減することができる。
【００７４】
　更に、予め設定された２以上の所定個数の端子（ここでは、３個の端子ＴＭ１～ＴＭ３
）の内、トランジスタ２１６が接続されていない端子の電位が予め設定された所定の電位
である未接続電位に設定（ここでは、５Ｖにプルアップ）され、所定個数の端子毎に電位
が検出され、検出された電位が未接続電位であるか否かに基づいて、トランジスタ２１６
が接続されているか否かが判定されるため、トランジスタ２１６が接続されているか否か
を簡素な構成で正確に判定することができる。なお、トランジスタ２１６が端子に接続さ
れているか否かの判定のタイミングは、本実施例の場合には、モータ４を駆動させる前に
行うことが好ましい。言い換えれば、トランジスタ２１６が機器の通常動作で使用される
前に判定を行うことが好ましい。
【００７５】
　加えて、予め設定された２以上の所定個数の端子（ここでは、３個の端子ＴＭ１～ＴＭ
３）毎に予め設定された所定回数（ここでは、１００回）だけ電位が検出され、検出され
た所定回数の電位が未接続電位（ここでは、５Ｖ）と一致する回数がカウントされ、カウ
ントされた回数が予め設定された所定の閾値回数（ここでは、５０回）以上である場合に
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、トランジスタ２１６が接続されていないと判定されるため、トランジスタ２１６が接続
されているか否かを更に正確に判定することができる。
【００７６】
　一方、トランジスタ２１６が接続されている端子の電位は、予め設定された所定の電位
である未接続電位に設定（ここでは、０Ｖにプルダウン）される。このときノイズにより
電位が検出されるタイミングによっては、端子ＴＭ１～ＴＭ３の電位が未接続電位（ここ
では、５Ｖ）に一致する可能性があるので、１回だけの検出では、トランジスタ２１６が
接続されている端子をトランジスタ２１６が接続されていないと誤検出する可能性がある
。そこで、予め設定された２以上の所定個数の端子（ここでは、３個の端子ＴＭ１～ＴＭ
３）毎に予め設定された所定回数（ここでは、１００回）だけ電位が検出され、検出され
た所定回数の電位が未接続電位と一致する回数がカウントされ、カウントされた回数が予
め設定された所定の閾値回数（ここでは、５０回）以上である場合に、トランジスタ２１
６が接続されていないと判定されるため、誤検出を確実に防止することができるので、ト
ランジスタ２１６が接続されているか否かを更に正確に判定することができるのである。
【００７７】
　また、交流電源１の半周期の予め設定された整数倍の周期（ここでは、半周期の１倍の
周期＝半周期）毎に、順次、リアクトルに対するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべ
くオンオフ動作を行う１のトランジスタ２１６が選定されるため、簡素な構成でトランジ
スタ２１６の故障を防止することができる。
【００７８】
　一方、リアクトル２１１に対するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動
作を行う１のトランジスタ２１６は、交流電源１の電圧のゼロクロス点Ｔ０を基準として
リアクトル２１１に対するエネルギを蓄積させる期間である蓄積期間内においてオンオフ
動作を行うため、交流電源１の半周期毎にゼロクロス点Ｔ０を示す信号（＝ゼロクロス信
号）が生成される。そこで、交流電源１の半周期の予め設定された整数倍の周期毎に、順
次、リアクトル２１１に対するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を
行う１のトランジスタ２１６が選定する場合には、ゼロクロス信号に基づいて、トランジ
スタ２１６を選定することができるため、簡素な構成で１のトランジスタ２１６を選定す
ることができるのである。
【００７９】
　更に、交流電源１の半周期毎に、順次１のトランジスタ２１６が選定されるため、ゼロ
クロス信号を用いた最短周期で、リアクトル２１１に対するエネルギの蓄積及び放出を切
り換えるべくオンオフ動作を行う１のトランジスタ２１６が切り換えられるので、トラン
ジスタ２１６の故障を更に確実に防止することができる。
【００８０】
　なお、本発明は、以下の形態にも適用可能である。
　（Ａ）本実施形態では、直流電源装置２がモータ駆動装置に適用される場合について説
明したが、その他の装置に適用される形態でも良い。
【００８１】
　（Ｂ）本実施形態では、スイッチング素子がトランジスタ２１６からなる場合について
説明したが、スイッチング素子がＭＯＳＦＥＴ（Ｍｅｔａｌ－Ｏｘｉｄｅ－Ｓｅｍｉｃｏ
ｎｄｕｃｔｏｒ　Ｆｉｅｌｄ－ｅｆｆｅｃｔ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）等のその他の素子
からなる形態でも良い。
【００８２】
　（Ｃ）本実施形態では、スイッチング制御部２４（ＣＰＵ）が、３個の端子ＴＭ１～Ｔ
Ｍ３を備える場合について説明したが、スイッチング制御部２４（ＣＰＵ）が、２個の端
子を備える形態でも良いし、４個以上の端子を備える形態でも良い。これらの場合には、
端子の個数に応じた電位設定回路２１７を各端子に接続する必要がある。
【００８３】
　（Ｄ）本実施形態では、電位設定回路２１７が、スイッチング制御部２４（ＣＰＵ）に
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配設された端子毎に接続される場合について説明したが、１の電位設定回路２１７が、ス
イッチング制御部２４（ＣＰＵ）に配設された複数の端子（例えば、全ての端子）に接続
される形態でも良い。この場合には、電位設定回路２１７を簡素化することができる。
【００８４】
　（Ｅ）本実施形態では、スイッチング制御部２４に配設されたＣＰＵが、電位検出部２
４１、接続判定部２４２、個数算出部２４３、素子選定部２４４、供給指示部２４５等の
機能部として機能する場合について説明したが、電位検出部２４１、接続判定部２４２、
個数算出部２４３、素子選定部２４４、及び、供給指示部２４５の内、少なくとも１の機
能部が回路等のハードウェアから構成される形態でも良い。
【００８５】
　（Ｆ）本実施形態では、素子選定部２４４が、交流電源１の半周期毎に、順次１のトラ
ンジスタ２１６を選定する場合について説明したが、素子選定部２４４が、交流電源１の
１周期の予め設定された整数倍の周期毎に、順次１のトランジスタ２１６を選定する形態
でも良い。この形態では、ゼロクロス検知部２２によって生成されるゼロクロス信号が、
交流電源の１周期毎に略同一のゼロクロス信号が生成される場合に、簡素な構成でスイッ
チング素子を選定することができる。
【００８６】
　例えば、素子選定部２４４が、交流電源１の１周期毎に、順次１のトランジスタ２１６
を選定する形態でも良い。この場合には、交流電源１の１周期毎に略同一のゼロクロス信
号が生成される場合に、この略同一のゼロクロス信号を用いた最短周期で、リアクトル２
１１に対するエネルギの蓄積及び放出を切り換えるべくオンオフ動作を行う１のトランジ
スタ２１６が切り換えられるので、トランジスタ２１６の故障を更に確実に防止すること
ができる。
【００８７】
　（Ｇ）本実施形態では、接続判定部２４２が、電位検出部２４１によって検出された電
位が未接続電位（ここでは、５Ｖ）と一致するか否かに基づいてトランジスタ２１６が接
続されているか否かを判定する場合について説明したが、接続判定部２４２が、電位検出
部２４１によって検出された電位が未接続電位（ここでは、５Ｖ）と略一致するか否か（
例えば、４．５Ｖ～５．５Ｖの範囲内であるか否か）に基づいてトランジスタ２１６が接
続されているか否かを判定する形態でも良い。
【００８８】
　（Ｈ）本実施形態では、接続判定部２４２が、電位検出部２４１によって検出された電
位が未接続電位（ここでは、５Ｖ）と一致するか否かに基づいてトランジスタ２１６が接
続されているか否かを判定する場合について説明したが、接続判定部２４２が、電位検出
部２４１によって検出された電位が接続電位（ここでは、０Ｖ）と一致するか否か、又は
、接続電位と略一致するか否か（例えば、０Ｖ～０．５Ｖの範囲内であるか否か）に基づ
いてトランジスタ２１６が接続されているか否かを判定する形態でも良い。
【００８９】
　（Ｉ）本実施形態では、トランジスタ２１６を接続可能な端子の個数（所定個数に相当
する）が２個以上である場合について説明を行っているが、端子の数が１個だけであって
、そこにトランジスタ２１６が接続されているか否かを判定する形態であってもよい。こ
の場合、トランジスタ２１６が接続されている場合には、トランジスタ２１６を予め設定
された所定回数だけオン状態とし、接続されていない場合にはオフ状態とすることが好ま
しい。また、トランジスタ２１６が接続されていない場合には、トランジスタ２１６が接
続されていない旨の報知（ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を介し
た表示、音声を介した報知等）を行うようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】は、本発明に係る直流電源装置が配設されるモータ駆動装置の構成の一例を示す
ブロック図である。
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【図２】は、１個のトランジスタのみが端子に接続された場合のモータ駆動装置の構成の
示すブロック図である。
【図３】は、本発明に係る直流電源装置における主要部（スイッチング制御部）の構成の
一例を示すブロック図である。
【図４】は、図１に示すように３個のトランジスタが接続されている場合の、交流電源１
の電源電圧、リアクトルに流れる電流（＝入力電流Ｉ０）、及び、スイッチング制御部か
らトランジスタに対して出力されるスイッチング信号の一例を示すタイミングチャートで
ある。
【図５】は、直流電源装置（主に、スイッチング制御部）の動作の一例を示すフローチャ
ートである。
【図６】は、図５に示すフローチャートのステップＳ１０３において実行される接続判定
処理の一例を示す詳細フローチャートである。
【符号の説明】
【００９１】
　　　１　　交流電源
　　　２　　直流電源装置
　　　２１　　昇圧コンバータ
　　　２１１　　リアクトル
　　　２１２　　整流回路
　　　２１３　　コンデンサ
　　　２１５　　整流回路
　　　２１６（２１６ａ、２１６ｂ、２１６ｃ）　　トランジスタ（スイッチング素子）
　　　２１７（２１７ａ、２１７ｂ、２１７ｃ）　　電位設定回路（電位設定手段）
　　　２２　　ゼロクロス検知部
　　　２３　　電流検出器
　　　２４　　ＣＰＵ（スイッチング制御部）
　　　２４１　　電位検出部（電位検出手段）
　　　２４２　　接続判定部（接続判定手段）
　　　２４３　　個数算出部（個数算出手段）
　　　２４４　　素子選定部（素子選定手段）
　　　２４５　　供給指示部（供給指示手段）
　　　３　　モータ制御装置
　　　３１　　インバータ
　　　３４　　モータ制御部
　　　４　　モータ（負荷）
　　　ＴＭ１、ＴＭ２、ＴＭ３　　端子
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